特定非営利活動法人むぎの花
令和４年度事業報告書
１　事業実施の概略
特定非営利活動法人むぎの花（以下NPO法人むぎの花と略称）は、障がい者、難病患者等に対して自立支援のための就労に関する事業を行い、地域福祉の発展に寄与することを念頭におき、障害者総合支援法（略称）の下で、障害者就労継続支援事業所むぎの花（Ａ型とＢ型の多機能型）を運営して11年となります。令和4年度は正社員５名、パート労働者（常勤換算3.0名）労働者兼務役員１名、ボランティア8名とサービスご利用者24名の総勢41名が関わって運営をしてきました。サービス提供時間は延べ22,035時間（前年度より約1,915時間減）となりました。
令和４年度は前年度からの新型コロナウィルス感染症対応策を継続し、スタッフ全員の定期的PCR検査を実施し、ご利用者の心身の安定に常時配慮して事業を継続してきました。さらに、作業室、多目的室の天井を利用した換気工事を実施いたしました。昨年同様、むぎの花BCPカード（間米町の洪水ハザードマップ,災害時に最低限必要な個人情報、緊急避難先、居住地の福祉避難所を明記）の配布、緊急時における業務継続（BCP）計画も質の吟味と、いざという時に有効に機能するよう災害時BCPと感染症対策BCPをフローチャート化し常時掲示して備えてきました。
本年も“お客様に喜ばれる物づくりをしよう”というスローガンを掲げて事業所一体となって働きました。
A型事業のベーカリーカフェむぎの花は、職場の清潔維持、パン生地作りや成型、そして具材の仕込みまでの技術、カフェメニュー準備、各所への外商、原価計算や会計業務等々細かく仕事を切り出して「ご利用者ごとの仕事分担表にのっとって働く」サービスを重ねてきました。国の政策により毎年最低賃金が上がり今年度は986円でした。
1日あたり60～70人前後のお客様のご来店で工賃を賄うのに精いっぱいという状況でした。日々安心安全な主食に近いパンと農産物生産のB型事業とのシナジー効果（相乗効果）を意識して作り、町の皆様に提供するという理念は力強いものがあり、社会の食パンブームもひるむことなく乗り越えてきました。喫茶部門ではアドバイザーを導入し少しずつですが改善されスタッフが楽しく充実して仕事をしている様子がみられ心はずむ思いがしています。スタッフは精一杯の日も多くでご利用者へのサービスはこれでよかったかと振り返りつつですが、全ての工程はご利用者に用意されているものであることを念頭において進め、少しずつご利用者の力が付いていることを感じています。
ご利用者10人という規模は、丁寧にサービスできる形と考えています。本年度もB型ご利用者１名がA型ご利用に移行されました。意欲的に働かれています。一つ一つの仕事の質をあげていくことと、他者との人間関係技術を身に着けていくようサービスしています。ご利用希望者はハローワーク、相談支援事業所、ホームページ等を経て見学等の申し込みは比較的継続してありました。
Ａ型事業の年間売り上げ実績は1741万円、ご利用者の平均給与は84,870円でした。障がい者年金とで自立という形に近いと感じています。
パン販売におきまして、スガキヤ様、ホシザキ様、生活協同組合コープあいち様、コジマ様、マキタ電気様、JAあいち尾東豊明店様、地元企業や公的機関の皆様、また店頭に足をお運びいただいたお客様、すべての皆様に本年度もご愛顧いただきましたことに深く感謝いたします。パン販売依頼の商談も断続的にあり、このようなつながりが「地域で生きていく」という理念の実現に大きな力となっていると考えています。
　

B型事業は「人にやさしい農業」をテーマに自家生産や地元生産者の農産物の生産販売,フェアトレードコーヒー、フェアトレード紅茶商品作りと販売、手織り製品の生産、内職作業をしています。
食品衛生法改正に伴い、小規模生産者への規制が厳しくなって以来売れ筋の梅ジュース等の生産ができなくなり苦戦中です。店頭に並べるまでの収穫、野菜洗い、袋詰め、値段付け、加工品づくり、そして事務業務まで様々な作業にご利用者が携われるよう取り組んでいます。耕作地は500㎡です。
手織りは、製品を工賃アップにつながるよう売り方をどうしたらいいか重い課題です。自分で織りを設計して製品創りをしつつ、市民の方々向けの手織り体験の指導もしている方が、最近自宅で手織り教室を開かれました。応援しています。また、独特のセンスを織物に生かし、ファンができ市民の方々とつながりができたりしています。ご利用者にとって貴重な職種であることは間違いないと考えています。
内職は入りやすい形であり、労働習慣が身に着くものと感じています。大変熱心に仕事をこなし、どうやったら正確に効率的にできるか考えてやられています。単価が低く工賃アップへの課題を抱えています。内職仕事の受注に骨を折って進めています。
フェアトレードコーヒーと紅茶の仕事は、豆の選別、包装袋のイラスト描き、そしてドリップコーヒー、紅茶にするまで一連の流れを分担してやっています。
「このイラストに惹かれてきました。ファンです」という方もご来店くださっています。

今年度は昨年度に続きB型ご利用者1名がA型ご利用を開始されました。
B型の総売り上げは年間325万円です。時給額は138円です。
当法人は毎月1回管理者をリーダーにして内部スタッフで事務局会議を開催し、根幹事業の障害福祉サービス制度における法令遵守、虐待防止、サービスの質の向上、現場からの問題提起、事務のＩＴ化にもポイントをおいて研鑽に務めました。
ホームページ運営は障害福祉サービス事業運営における情報公開という役割も担っています、ホームページにリンクされスマホでやれるインスタグラムとフェイスブックのサイトの中でも、インスタグラムはパン、喫茶メニュー、旬の野菜販売に活用してきました。「いいね」「タグ付け」等々街の人々からさらに広く輪が広がっています。会報誌Ｍedakaは毎回400部、年３回発行し、広く情報発信に務めました。
ボランティアの参加も法人の活動力の指標となり、総ボランティア時間は，コロナ禍においても前年度とほぼ同じ年間481.9時間です。事業所の公開性を高める上でも重要な意味があると考えています.
事業を進める人材と労務について、本年度は、介護福祉士3名、保育士１名、社会福祉主事任用資格者１名、初任者研修修了者２名の人材に恵まれ処遇改善と特定処遇改善も手当されています。「研修補助金制度」、自己申告型「人物評価表」は活用されませんでした。
今年度は法人運営の事務面やインボイス制度実施の準備等で全体的にペーパーレス化へのスタートをきり2年目です。パソコン技術も必須となっています。スタッフの技量アップの努力も継続中です。
　本年度も、近隣で相談支援の実績を重ねている他事業者のご助言やご協力で障害福祉サービスを継続できました。またNPO法人の労務や税務の専門的アドバイスを長年にわたりしていただいています税理士法人様、社会保険労務士様に対しまして深く感謝いたします。
２　事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

ア　障がい者雇用事業
本年度は実施せず。サービスご利用者、あるいは障がい者が正社員となることは当法人の理念実現のひとつの姿であると考えて常に念頭において進めている。
イ　相談事業

　 今年度は実施せず。
ウ　障がい者とともに行うボランティア事業

　 今年度は実施せず
エ　障がい者の芸術文化啓発事業

アールブリュット展（７名）、豊明市ひまわり作品展に出品（７名）
(2) 障がい者総合支援法に基づく障害福祉サービス事業　
(ア)事業内容
就労継続支援A型事業は、喫茶部（テラス席10席、客室席16席）を備えたベーカリーカフェとして、もの作りと接客、外商、清掃などの業務、ＩＴを活用した広報、事務業務等を通じて、働く社会人となるサービスに誠心誠意努めた。
就労継続B型事業は、農作業、手織り、内職の仕事を通して店舗運営、事務業務と多岐にサービスを行い、適材適所で働くマナーや根気、仕事の精度をあげることに努め、サービスに誠心誠意務めた。
(イ)実施日時
　 令和4年4月1日～令和5年3月31日
(ウ)実施場所
　 A型　豊明市間米町純堀１８２０
　 B型　豊明市間米町純堀１８２１
(エ)従事者の人数
管理者（サービス管理者兼務）１名
　 A型　常勤指導員　2名　非常勤指導員0.9名(常勤換算)
　 B型　常勤指導員　1名　非常勤指導員2.2名（常勤換算）
(オ)受益者の人数
　 A型　サービスご利用者　13名(年間平均10.0名)
　 B型　サービスご利用者　12名(年間平均10.4名)
(カ)収入額
　 A型　40,286(千)円
　 B型　17,593(千)円
(キ)支出額
　 A型　45,163（千）円  
　 B型  11,173（千）円  
３　各種申請等に関する事項

　１）PCR定期検査　毎月２回実施（愛知県）

２）新型コロナワクチン接種予約　　2022年7月

３）軽自動車税減免申請（豊明市）　2022年５月

４）特別求職者開発助成金申請　　　2022年5月（斉木あゆみさん第２期分）

５）第8回プロジェクター寄贈プログラム　A3サイズプリンター購入　2022年６月（認定NPO法人イーパーツ）

６）適格請求書発行事業者登録　　　2022年５月
７）愛知県知的障害福祉協会＆日本知的障害福祉協会加入　2022年5月

８）同会報誌にてむぎの花の紹介　　　　2022年5月
９）令和４年度社会福祉施設光熱費高騰対策支援金申請　　2022年12月
１０）カフェーメニューコンサルティング業務契約締結　　2023年1月

１１）仕入先への適格請求書発行事業者登録の可否問合せ　2023年３月

　
４　会議の開催に関する事項

(1)総会
　(ア)開催日時及び場所

　　令和4年６月19日（１４：００～１６：３０） 場所　むぎの花
(イ)議題

①令和3年度事業報告
②令和3年度決算報告
③令和4年度事業計画
④令和4年度事業予算
⑤令和5年度役員
(2)理事会

　5月、６月、９月、１月、の4回開催。
　今年度はコロナ緊急事態宣言中の9月、は、メールと回覧で持ち回り審議をした。
　現場職員からの活動報告を月毎に報告。

毎月数量から見る法人の動向（売り上げ、サービス利用料）を報告した。
それ以外,月ごとの課題を審議した。
・5月 特にA型喫茶部門とB型野菜販売の売り上げ向上について販路を広げる努力をすべきとの意見。
後継者問題経過報告、現在4名の候補者とNPO法人ボランタリーネーバーズ、日本政策金融公庫熱田支店様と相談中の内容報告。
・６月　佐野理事長、中野副理事長選出
・９月　ご利用者1名グループホームにおいてコロナ感染の報告と対応策の吟味について。
ご利用者の障害の多様化について、法人の取るべき対応方法についての検討とアドバイス。
1月末からの発達障害のご利用者について、報告と相談。
A型事業；１０月より最低賃金アップに対するA型事業内容の現状と対策について。
基本路線はB型の野菜生産とのシナジー効果をねらってすすめること。
　・1月　９月に年1回の保護者参加型モニタリングで問題提起した件の検討。
     実績が上がらない喫茶集客の対策としてメニューのアドバイザー導入についての検討。
　セルフプランでご利用の方の情報等の貧困さの報告と対応方法の検討。
　B型ご利用者がA型へ移行。B型ご利用者が減少し、その対応策について。
　B型野菜売り上げ減少傾向が止まらないことの対応について。月1回の頻度で“野菜マルシェ”を実施することとした。また、B型工賃アップ計画に基づいて工賃を10円アップしたが、計画が思うように進まないことについて検討。
　事業承継について。スタッフの業務の承継について理事からの客観的アドバイスをいただいた。
　税理士法人から会計の途中経過報告をうけ、ご利用者とスタッフに年度末賞与を実施する計画について報告。
５　令和4年度活動報告（令和4年４月１日～令和5年３月３１日）
	月
	日
	活　動　内　容

	4
	1１
	介護給付費等算定に係る体制等に関する届出書提出

	
	18
	事務局会議（原則毎月第3月曜日開催

	
	27
	労働保険料等算定基礎賃金等の報告　商工会
会報誌Vol49発行（400部　年3回発行　HPにもアップ）

	
	
	全ご利用者個別支援計画実施

	
	
	ご利用契約者（A型１名）。支援者会議（A型1名、Ｂ型１名）
見学者（A型３名　B型２名）訪問支援（B型2名）

	５
	７
	豊明市共生交流プラザカラット内覧会出店（豊明市主催９「

	
	１
	検便

	５
	11
	令和3年度就労継続支援事業所における農業分野での取り組み状況（県に送信）

	
	23
	理事会（6月、9月、1月、３月）開催

	
	28
	障害福祉サービス等情報公表システムWAMのHPにアップ

	
	
	ＷＡＭアップ

	
	
	新ご利用者（A型名）見学者（A型6名）相談支援（B型1名）訪問支援（B型2名）

	6
	1
	軽自動車税減免通知・法人市民税減免通知

	
	3
	愛知県よろず相談拠点（魚野様）、日本清濁金融公庫熱田支店（栗原様）訪問支援

	
	17
	梅干し塩漬け４ｋ

	
	19
	第17期総会開催

	
	22
	CANPAN（日本財団の公益活動団体データベース）に法人情報アップ

	
	23
	令和３年度事業報告提出。

	
	24
	日本財団みらいの福祉建築プロジェクト　Zoom参加

	
	29


	ご利用者に202２年度会計報告、平均工賃、給与、奨励金を説明　障がい者就労継続支援事業における説明責任確認書にサイン、捺印をもらう

	
	30
	令和2年障害福祉サービス等経営実態調査提出

	
	
	６月ご見学者（A型名）　支援者会議（Ａ型回　Ｂ型回）
契約者（A型1名B型名）　訪問支援（B型1名）

	７
	9
	Ｂ型野菜マルシェ　売上アップ策として毎月土曜日に開催

	
	13
	令和3年度豊明市障がい者福祉サービス事業所連絡会ネット会議参加

	
	19
	豊明市多世代交流館意見交換会出席

	
	20
	PCR検査実施（正職、パート）断続的に実施

	
	25
	福祉介護職員処遇改善計画書提出

	
	31
	豊明市障害福祉サービス事業所ガイドブック用むぎの花データ基幹相談支援センターに送付

	
	30
	見学者（A型１名）支援者会議(B型２名)　訪問支援（Ｂ型２名）

	８
	12
	大掃除　避難訓練　　

	
	20
	経済センサス活動調査回答
令和3年度障がい者総合福祉推進事業「就労系福祉サービスにおける支援の質の向上に関する調査研究」に係るWeb調査　（株）FVP

	
	26
	ヤマト福祉財団障がい者給料増額支援助成金贈呈式（三河主管店店長様）

	
	
	電力料金削減（中電ミライズからLooop社）

	
	
	むぎの花BCPカード作成し、ご利用者に配布

	
	
	見学者（A型1名）職場体験（豊明中学2名　内Ｂ型1名）訪問支援（Ｂ型2名）
相談支援（Ｂ型2名）

	9
	13
	愛知県障がい者美術展・アールブリュット展に（A 型３名、B型４名）出展

	
	14
	防災点検（三矢防災）

	
	23
	豊明市制50周年記念レクボッチャ大会お菓子納品

	
	
	全ご利用者の保護者参加型モニタリング実施

	
	
	９月ご利用見学（A型1名）相談支援（Ｂ型1名）

	10
	４
	食品衛生責任者講習会1名参加

	
	11
	喫茶メニューのアドバイザー（ララナチュラル小林様）契約　12月20日
1月6日
（株）ＦＶＰ実施「利用者の就職後の支援に関するアンケート」提出

	
	12
	社会福祉施設等調査委および介護施設サービス施設事業所調査提出（厚労省）

	
	13
	アイスタ認証現地調査
就労系障害福祉サービス事業所における利用者のニーズに応じた支援の実態についてアンケート（厚労省）

	
	16
	愛知生協キラキラまつりinｶﾗｯﾄ出店（キラキラ祭り実行委員会主催）

	
	23
	豊カラ市参加（豊明市在住　古川大助様主催）

	
	
	10月相談支援（A型名）.ご利用開始（A型名）ケース検討会（A2名）

	
	
	全ご利用者個別支援計画実施

	11
	5
	ボラフェスタ＆秋まつり出店

	
	6
	第１3回大高まつり出店（南医療生活協同組合主催）

	
	8
	職場体験（豊明市立栄中）2名、～11日まで

	
	12
	お互い様チャット出店

	
	23
	第11回ひまわり作品展（A型3名、B型4名）パンお菓子出店（機関相談支援センターフィット主催）

	
	24
	豊明市立沓掛中　職場体験1名

	
	
	相談支援（A型名、B型名）見学者（Ａ型１名、Ｂ型名、

	12
	17


	社会福祉施設等の耐震化に関する調査（Ｅメール　県地域生活支援課）
日本財団就労支援フォーラムNIPPONゲームチェンジャー（Zoomで参加）

	
	21
	職員1名NPOマネジメントスクール受講（管理運営）をオンラインにて

	
	23
	豊明市市民協働課職員4人見学

	
	30
	大掃除　避難訓練（地域の福祉避難所について説明）

	1
	5
	職員1名NPOマネジメントスクール受講（税務）をリアル会場にて

	
	13
	職員1名NPOマネジメントスクール受講（労務・会計）をリアル会場にて

	
	19


	パン販売に関する商談（東郷製作所）
豊明市役所利用許可願（パン販売）提出
全AネットZoomセミナー参加

	
	20
	コロナワクチン接種調査（職員、ご利用者）
令和3年度第3回尾張東部就労支援ミーティング（Zoomで参加）

	
	19
	１月相談支援（A型名）就労相談（Ａ型１名）ご利用契約（A型２名）

	
	31
	ちた散歩様の取材

	２
	1
	洋菓子店ＭＯＮＤにて手織り商品展示販売（～1か月間）

	
	6
	固定資産税減免申請書提出（豊明市）

法人市民税減免申請書提出（豊明市）

	
	
	２月見学者（相談支援事業所Mee職員　Ｂ型1名）利用契約（A型1名）1名
相談支援（Ｂ型1名）

	
	
	３月ご利用契約(A型１名)相談支援（A型１名）

見学者（Ａ型２名　）

	3
	31
	全ご利用者モニタリング実施

	
	30
	棚卸(~31)


2

